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(論文題目) Normal serum IgE levels and eosinophil counts exhibited during 

Strongyloides stercoralis (糞線虫感染時にみられる正常血清免疫グロプリン E値と末梢血好

酸球数に関する研究)

(最終試験結果の要旨)

1.研究の背景と目的 :

糞線虫感染をはじめとする嬬虫感染の典型例では血清免疫グロプリン (Ig)E値と末梢血好酸

球が増加することが知られているが、糞線虫と HTLV-1の重感染の症例では血清 IgE値が低

くなることが報告されている。 しかし、糞線虫感染時に血清 IgE値レベルに影響を与える他

の因子については不明であった。本研究では、この点について明らかにすることを目的として、

過去の糞線虫感染患者の症状、年齢、性別などの因子と血清 IgE値ならびに末梢血好酸球数

との相関を統計的に検討した。

2.研究結果 :

1991年から 2014年に琉球大学医学部付属病院および医療法人以和貴会西崎病院(糸満市)

で診断された糞線虫症患者 717名について後方視的研究を行った。この研究は、琉球大学臨

床研究倫理審査委員会の承認を得て行われた(承認番号 557)。その結果、過去の報告に一致

して、糞線虫と HTLV-1の重感染患者は正常血清IgE値を示した。それに加えて、 70歳未満

ならびに女性の糞線虫感染患者においても正常血清 IgE値.が認められた。また、末梢血好酸

球数に関しては、糞線虫感染患者では男女ともに年齢と正の相関が認められ、また血清 IgE

値が正常値の患者にのみ、末梢血好酸球数が正常値の患者が認められた。一方、多変量解析で

は末梢血好酸球数と年齢、性別、症状、 HTLV-1感染との相関は認められなかった。

3.研究の意義と学術的水準 :

本研究の結果から、血清 IgE値および末梢血好酸球数が正常である糞線虫感染患者が存在するこ

と、それに関与する因子として年齢 70歳未満ならびに性別が女性であること、の2点を見出した。

この所見は、血清 IgE値と末梢血好酸球数が正常であっても糞線虫感染の可能性を否定すべきで

ないことを示唆しており、今後の糞線虫感染の診断に重要な基盤的知見と考えられた。

以上の結果から、本論文は学位授与に十分値するものと判断した。
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